ELEC 口 m 


1/ 加■一 

UNIVERSAL SERIAL BUS 


ワイヤレスが学式マウス 


_ A 注意 _ _ 

Q 本製品を次のようなところには置かないでください。 

•曰のあたる自動車内、直射日光のあたるところ、 

暖房器具の周辺など高温になるところ 
•多湿なところ、結露をおこすところ 
•平坦でないところ、振動び発生するところ 
•マグネットの近くなどの磁場び発生するところ 
_•ほこりの多いところ_ 

〇 本製品は防水構造ではありません。水などの液体びかから 
ないところで使用または保存してください。 

雨、水しぶき、ジュース、コーヒー、蒸気、汗なども故障 
の原因となります。 


M - DY 曰 DR シリーズ 

ユーザーズマニユアル 


• 本製品および電池を廃棄するときは、お住まいの地域の条 
例および法令に従って処分してください。 

• 本製品の誤動作によって、重大な影響を及ぼす恐れのある 
機器では使用しないでください。 

• ガラスなどの透明な場所や鏡など強く反射をする場所で使 
用すると、光学式センサーが正しく機能せず、マウスカー 
ソルの動きが不安定になります。 


このたびは、エレコムワイヤレス光学式マウス’ ’ M - DY 已 DR " シ U —ズをお買い上げいた 
ださ誠にありびとラございます。 

このマニュアルでは " M - DY 已 DR " シ U - ズの操作ち法と安全にお取り扱いいただくた 
めのを意事項を記載しています。ご使用前に、必ずお読みください。また、このマニュ 
アルを読み終わったあとは、大切に保管しておいてください。 

※このマニュアルでは一部の表記を除いて " M - DY 已 DR " シリーズを「本製品」と表記し 
ています。 


■電池について 


水注意 

〇 本製品には単4形アルカ U 乾電池、単4形マンガン乾電池、 
_または単4形ニッケル水素2次電池を使用してください。 

Q 本製品を長期間使用しないとさは、電池を取り出しておい 
てください。液漏れや故障の原因になりまず。 


■お手入れのしかた 

本製品びミちれたとをは、乾いたやわらかい布でふいてください。 
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シンナー、ベンジン、アルコールなど揮発性の液体を使用す 
ると、変質や変色を起こす恐れがあります。 


本製品は財団法人テレコムエンジニア U ングセンター ( TELEC ) により、 
電波法施行規則第日条第1項に規定する発射電波び著しく微弱な無線局の 
無線設備でをることを証明されたちのです。 

http://www.telec.or.jp/ 


まをにお使いいただくために 


■絵表示の意味 


么警告 

この表示のま意事項を守らないと、义災-感電などによる死こや大けびなど人 
身事故の原因になります。 

水を意 

この表示のを意事項を守らないと、感電やその他の事故によりけびをした 
り、他の機器に損害を与えたりすることびあります。 


( S ) 「してはいけない」ことを示します。 

〇「しなければならないこと」を示します。 

(3) 「注意していただをたいこと」を記載しています。 

「お願いしたいこと」ゃ惨考にしていただきたいこと」を記載しています。 
象 「知っていると便利なこと」を記載しています。 


ワイヤレス(無線)についてのま意事頃 


_ A 警告_ 

Q •誤動作等により人体や財産に重大な影響を及ぼす恐れの 
ある機器では使用しないでください。まれに外部から同 
じ周波数の電波や携帯電話の電波の影響を受け、誤動作 
する、動作び低下する、または動作しなくなることびあ 
ります。 

•病院など、電波使用び禁止されている場所では本製品を 
使用しないでください。本製品の電波で電子機器や医療 
機器(例えばペースメーカー)などに影響を及ぼす恐れび 
あ0ます。 

•航空機の安全運航に支障をさたすおそれびあるため、無 
線式マウスを航空機内で使用することは、航空法で禁止 
されています。ご搭乗前にマウス本体の電源を切り、ご 
搭乗後は常にご使用にならないようお願いいたしまず 
《本製品の故障等により事故や社会的な損害などび生じて 
を、弊社ではいかなる責任ち負いかねますので、ご了承 
<ださい。 


けびや故障、火災などを防ぐために、ここで説明しているま意事項を必ずお読みください。 


_ A 警告_ 

〇 本製品に水や金属片などの異物び入ったとさは、すぐに使用を中止し、レシーバ 
ユニットをパソコンから取りがして、マウスから電池を取り出してください。そ 
_のまま使用すると、火災や感電の原因になります。_ 

〇 本製品び発熱している、煙びでている、異臭びしているなどの異常びあるときは、 
すぐに使用を中止し、パソコンをシャットダウンさせ、火傷しないように発熱し 
ていないことを十分確認した後で、レシーバユニットをパソコンから取りがし、 
マウスから電池を取り出してください。そのあとで、お買い上げの販売店または 
エレコム総合インフォメーションセンターまでご連絡ください。そのまま使用す 
_ると、火災や感電の原因になります。_ 

Q 本製品を落としたり、ぶつけたりしないでください。 

万一、本製品び破損した場合は、すぐに使用を中止し、レシーバユニットをパソ 
コンから取りがして、マウスから電池を取り出してください。そのあとで、お買 
い上げの販売店またはエレコム総合インフォメーションセンターまでご連絡くだ 
さい。 

_破損したまま使用すると、火災や感電の原因になります。_ 

® 本製品の分解や改造、修理などをご自分でしないでください。火災や感電、故障 
の原因になります。 

故障時の保証の対象外となります。 


Q 本製品を火中に投入しないでください。 
破裂により火災やけびの原因になります。 


Q レシーバユニットはめれた手で抜さ差ししないでください。また、加工したり、 
無理に曲げたりしないでください。 

火災や感電の原因になります。 


•マウス本体 . 

• レシーパ'ユニット . 

•動作確認用単4形アルカ U 乾電池 
•ユーヴーズマニュアル（このマニュアルです) 


パッケージ内容の確認 


本製品のパッケージには次のわのび入っています。作業を始める前 
に、すべてび揃っているかを確認してください。なお、捆包には万 
全を期しておりますび、万一不足品、破損品などびありましたら、 
すぐにお買い上げの販売店またはエレコム総合インフォメーション 
センターまでご連絡ください。 


各部の名荷;とはた5き 


I マウス本体 




①ホイール 

指で前後に回転させたり、ボタンのよラに押すことで、パソコン 
の操作びでさます。 

⑥ちボタン_ 

パソコンの操作のちク U ックに使います。 


③左ボタン 


バソコンの操作の左クリツクに使いまず。 

④電池残量表示ランプ 


電池の交換時期をお知らせします。 

《電池残量び少なくなると、一定時間赤く点滅します 


⑥電池 カバー 


このカバーを取り外して、電池を入れます。 


⑥電源スイッチ 


マウス本体の電源を入 ( ON ) /切(日 FF ) します。 


⑦ ID 設定ボタン 


本製品の ID を設定するとさに使用します。 


⑥光学式センサー 

マウス本体に電源び入るとホく点灯します。マウス本体を動かし 
たときに、このセンサーによってマウスの動きび検知されます。 
《センサーの光を直接見ると目を痛めることびありますのでを意し 
て < ださい。 


④電池収納部 


電池を収納します。 


⑩ レシーバユニット 収納部 

レシーバユニットを収納します。 


⑩ USB コネクタ（オス） 


パソコンの USB ポートに接続します。 


返) ID 設定ボタン 


本製品の ID を設定するとさに使用します。 

⑩ ID 設定ランプ 


本製品の D を設定中に点滅します。 
(マウスからの入力びあると点なします。） 


〔使用時©準備 




電池を入れる/交換ずる 


本製品を使用するとさは、単4形電池2本をマウス本体に入れます。 

7 電池カバーの上部を押しながら、 

電池力八’一を開をます。 


電池カバーを押しなびら： ■ 
電池カ パーを 開く 


フ電池を入れます。 
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•電池のプラス@とマイナス©の向きを正しく入れてく 
ださい。 

•種類の違ラ電池や新しい電池とちい電池を混ぜて使 
わないでください。電池が液漏れを起こし、故障の 
原因となります。 


J 電池カノ (一を閉めます。 


カチつとはめ込む 



マウス本体の電源を入 ( ON )/ 切 ( OFF ) ずる 

■ マウス本体の電源を入れる 

本製品を使用するときは、マウス本体の電源を入れます。 
電源スイッチを日 N の位置にスライドさせます。 

※電池容量び少なくなったとさは、電池残量表示ラン 
プび一定時間赤<光ります。 

■マウス本体の電源を切る 

本製品を使用しないとさは、マウス本体の電源を切 
ることで、電池を節約でさます。 

電源スイッチを OFF の位置にスライドさせます。 

■スリープ状態か5復帰する 

マウスのちボタンをクリックします。 
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電池の消耗を抑えるため、電源スイツチび ON の状態で操 
作せずに一定時間経過すると、マウスび自動的にス1」ープ 
モードに移行します。 


レシーバ ユニッ トを収納する/取り出す 


■ レシーバユニットを 収納する 

7 電池カバーの上部を押しなが5、 
電池力八’一を開さます。 


電池カバーを押しなびら?' 
電池カバーを開< 


ブレシーパ'ユニットを収納します。 


3電池力八'一を閉めます。 



■ レシーバユニッ トを取り出す 

7 電池カバーの上部を押しなが 
ら、電池力八'一を開さます。 


電池カバーを押しなび5、’ 
電池カバーを開< 


ブレシーパ'ユニットを取り出します。 


?電池 カバーを 閉めます。 



〔 Windows® で使用する 




Stepi US 己ポートを確認する 


お使いのパソコンの USB ポートを確認してください。 


USB ポート 
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• USB ポートはどのポートでも使用でをます。 

• USB 八ブ経由でも使用できます。ただし、 USB 八ブの電源 
供給 t おけこよっては本製品が動作しなし、場合があります。 


レシーバユニットを取り付ける 


パソコンを起動します。 

• Windows ® の起動時に□グオンするアカウント（ユーヴー 
名）を尋ねられた場合は、必ず「コンピュータの管理者」権限 
びあるアカウントで□グオンして<ださい。 

• Windows ® び起動し、操作可能な状態になるまでお待ちく 
ださい。 

レシーパ ユニツ トをパソコンの USB ポートに挿入します。 


この部分に挿入します。 
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•コネクタの向さと挿入場所を十分に確認してください。 
•挿入時に、強い抵抗を感じる場合は、コネクタの形状 
と向きが正しいか確認してください。無理に押し込む 
とコネクタが破損したり、けがをする恐れがあります。 

Windows 標準マウスドライバが自動のにインスIルされま 
す。 


ホイールの動作を確認する 


Windows ® の 「Internet Explorer 」 でマウスのスク□—ルび正萬 
に動作しているかを確認します。 

7 [スタート]ボタンか！3[すべてのプ□グラム]- [Internet 
Explorer] の順にクリックします。 

「Internet Explorer 」 び起動します。 

Internet Explorer でお好みのホームぺージを表示させ、画面 
のサイズを上下のスク□ールバーが表示されるよラに変更し 
まず。 

※ここでは例としてエレコムのホームページを表示させていま 
す。 


スク□ールバー 


2 



3マウスのホイールを前後に動かします。 


I9l8i19e 




指の動さに合わせて画面が上下 
にスク□ールすれば、正常です。 


⑩ 


スク□ール機能に対応していない一部のアプリケーシヨ 
ンでは、ホイールを操作しても動作しない場合がありま 
す。 


個個本部 

112 1 


































































































































































Mac OS X でほ用する 


US 己ポートを確認する 


お使いのパソコンの USB ポートを確認してください。 


USB ポート 


• USB ポートはどのポートでも使用でさます。 

^ •USB 八ブ経由でも使用できます。ただし、 USB 八ブ 
の電源供給能力によっては本製品が動作しない場合 
があります。 


レシーパ ユニッ トを取り付ける 


7パソコンを起動します。 

• Macintosh び起動し、操作巧能な状態になるまで 
お待ちください。 

ク レシーバユニットを Macintosh の USB ポートに挿 
入します。 

この部分に挿入しま！ 
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•コネクタの向さと挿入場所を十分に確認して 
<ださい。 

•差し込みの際、強い抵抗を感じる場合は、コネ 
クタの形状と向さが正しいか確認してくださ 
し、無理に押し込むとコネクタが破損したり、 
けがをする恐れがあります。 


スドライバが自動のにインストールされます。 


ホイールの動作を確認する 


Mac OS Xに付属の 「Safari」 でマウスのスク□ールび正常 
に動作しているかを確認します。 

7 Dock に登録されている 「Safari」 のアイコン amu* 

をクリックします。 

に afar 脚起動します。 

Safari び Dock に登録されてない場合は、「ア 
プ U ケーシヨン」フォルダ内の 「Safari」 をダブ 
ルク U ックします。 

Safari でお好みのホームページを表示させ、画面のヴ 
イズを上下のスク□ールバーが表示されるよラに変更 
します。 

※ここでは例としてエレコムのホームページを表示させ 
ています。 
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BUT** S!- 
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MIS'!# 
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-スク□ールバー 


3 マウスのホイールを前後に動かします。 



指の動さに合わせて画面が上下 
にスク□ールすれば、正常です。 


CD 


スク□ール機能に対応していない一部のアプリ 
ケーシヨンでは、ホイールを操作してち動作しな 
い場合があります。 



正常に動作しないとき 

■マウスを動かしてち画面上のマウスポインタが動かな 
し、、動作び不を定 

今使用している場所の光の反射率び光学式マウスに適してい 
ない可能性びあります。光学式マウスに対応したマウス 
パッドの上で本製品を使用してください。 

今スチール製の机などの金属面では電波の到達距離び短<な 
る場合びあります。この場合、マウスの動作び安定すると 
ころまでレシーバユニットをマウスに近づけてください。 

今レシーノ（ユニットびノくソコン本体などの USB ポートに正し 
く接続されていない可能性びあります。一度レシーノくユニッ 
卜を USB ポートから取り外して、接続し直してください。 

今レシーバユニットとマウスの距離び離れすざているか、レ 
シーノ くユニットび電波を受信でさない方向を向いている可 
能性びあります。レシーバユニットの位置を調整するなど 
して < ださい。 

本製品の動作範囲は、レ 
シーバユニットとマウスび 
非磁性体(木の机など)上で 
は半径1 m1；( 内、磁性体(鉄 
の机など)上では、約 0.2m 
内です。使用環境によっ 
ては、範囲内でちマウスび 
正常に動作しない場合びあ 
ります。その場合は、動 
作び安定するところまで、マウスをレシーバユニットに近 
づけて < ださい。 

今本製品を複数で使用したり、他のワイヤレス機器と同時に 
使用すると、電波び干渉する可能性びあります。「のを変 
要する」を参照し、本製品の ID を変更するか、他のワイヤ 
レス機器のチャンネ J レを変更してください。 

今電池の残量び少なくなると動作び不安定になります。「電池 
を入れる/交換する」（表面)を参照し、早めに新しい電池 
に交換してください。 

•本製品に付属のアルカ U 乾電池は動作確認用です。製品 
の流通過程で乾電池び自然放電し消耗していることびあ 
ります。 

•マウスの電池残量び少なくなったとさは、マウス上面に 
ある電池残量表示ランプび一定時間赤く光ります。 
※マウスを使用しないとさは電源を切ってお<と、電池を 
節約でさます。 

今 Windows 標準マウスドライバび正しくインスI-ールされ 
ず、本製品び Windows® に r 不明なデバイス」として登録さ 
れている可能性びあります。本製品は通常は rusB ヒュー 
マンインターフェイスデバイス」として登録されます。 r 不 
明なデバイス」になっている場合は、 rr 不明なデバイス」の 
削除方法」を参照し、デバイスマネージャから「不明なデバ 
イス」を削除したあと、 「Step2 レシーバユニットを取り付 
ける」（表面)からやり直してください。 

吟本製品の前にお使いになっていたマウスびメーカーオ1」ジナ 
ルのドライバや設定ユーティ U ティなどを利用していた場合 
は、あらかじめアンインス!-ールしておいてください。他社 
製ドライバなどびインストールされていると本製品び正常に 
動作しないことびあります。アンインスI-ールち法について 
は、今までお使いのマウスの説明書をお読みください。 

今ノートパソコンのタッチパッドなど、他のドライバと競合 
している可能性びあります。本製品を正常に使用するには、 
タッチパッドのドライバを削除する必要びあります。た 
だし、ドライバを削除するとタッチパッドび使用でさなく 
なったり、タッチパッド専用の機能び使用でさなくなる可 
能性びあります。詳しくはパソコンのメーカーにお問い合 
わせ <ださい。 

■ マウスカーソルは動<び、ホイールび動かない 

吟スク□ール機能に対応していない一部のアプ U ケーシヨン 
では、ホイールを操作してを動作しない場合びあります。 



ID を変更ずる 

レシーバ ユニッ トとマウスの ID を合わせます。 


7レシーバユニットを取り付けた状態で、パソコンの電源 
を入れます。 



3 レシーバユニットの ID 設定 
ボタンを押します。 

レシーバユニッ トのI□設定 
ランプび点滅します。 



ID 設定ボタン ID 設定ランプ 


4マウス底面にある ID 設定ボ 
タンを押します。 

マウスの ID び設定され、レ 
シーバユ ニッ トの ID 設定ラ 
ンプび消なします。 


5 マウスを操作して、正しく動くか確認します。 

動かない場合は、手順 ゴ〜 4 を繰り返し、ちラー度 
ID を変更します。 


ID 設定ボタン 
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チヤンネルを変更してミ属 f 言を回避してち、過妾した周波数 
を使用しているために、動作性能が多少低下することがあ 
ります。 


r 不明なデバイス」の削除方法 

Windows 標準マウスドライバび正しくインスI -- ルされず、 
「不明なデバイス」として登録されているとさは、デバイスマ 
ネージャから「不明なデバイス」を削除したあと、巧ぉ口2レ 
シーバ ユニッ トを取り付ける」（表励からやり直してくださし、。 


• 「不明なデバイス」が複数ある場合、削除をはじめる 
前にどの「不明なデバイス」が本製品の認識情報であ 
るかを確認してください。レシーバユニットを一度 
パソコンか!5取りがしてみて、「不明なデバイス」の 
表示が消えれば、それが本製品の認識情報です。 

• 下の手順どおりにドライバを削除してち「不明な 
デバイス」が消えない場合は、パソコンに何!5かの 
問題が発生している可能性がありますので、パソコ 
ンメーカーにお問い合わせください。 


レシーバユニットをパソコンに接続した状態で、次の手順に従つ 
て r 不明なデノ（イス」を削除して < ださい。 

《 Windows ® の起動時は、必ず「コンピュータの管理者」権限びある 
アカウントで□グオンして下さい。 

※〇5により画面表示び異なる場合びありますび操作手順は同じです。 


基本仕様 


製品名 

ワイヤレス光学式マウス 

製品型番 

M-DY 已 DR シ U - ズ 

対巧03 

Windows ス Windows Vista (〜 SP 2) , 
Windows XP ( SP 2 〜 SP 3) 

Mac OS X ] 0.己〜1 0.5.8, 10.6-1 0.6.4 

カウント数 

]0 00カウント 

対応インターフェイス 

US 己 

電波周波数 

27 MHz 帯 

電波到達距離 

非磁性体(木の机など）：約 ] m 
磁性体(鉄の机など）：約 0.2 m 
※弊社環境でのテスト値であり保証値ではあり 
ません。 

本体寸法 

W 已狂2 X D 日8.已 X H 3已 .4 mm 

レシーバユニット寸法 

W 14.5 X D 32 .已 X H 己.已 mm 

動作温度/湿度 

已で〜40で/〜 90 %RH (ただし結露なさこと） 

保を温度/湿度 

- 10で〜白0で/〜 90 %RH (ただし結露なきこと） 

対応電ミせ 

単4形アルカ U 乾電池、単4あマンガン乾電池、 
単4形ニッケル水素2;欠電池 

動作時間 

アルカ U 乾電池使用時の目安 

連続動作時間：約6巨時間 

連続待機時間：約312曰 

想定使用可能時間：約32曰 

(1 曰8時間のパソコン操作中2已％をマウス操 

作に割り当てた場合） 


L — ザーサポート について 


【よくあるご質問とその回答】 
www.eleconn.co.jp/support 
こちらから「製品 Q&A」 をご覧ください。 

【お 電話- FAX によるお問い合わせ(ナビダイヤル)】 
エレコムを念合インフオメーシヨンセンター 

TEL: 〇已 70-084-4 巨己 
FAX : 0己 70-0 已 0-0 12 

[受付時間] 

9:00〜19:00 
年中無休 


7 デバイスマネージャを表示します。 

• Windows® 7、 Windows Vis ね® の場合 
7.[スタート]ボタンをク U ックし、[コンピューター] 
(Windows Vista® ではロンピュータ])をもク U ッ 
クします。 

2. 口□パティ]をク U ックします。 



El ^ _虫 


3. [デバイスマネージャー] (Windows Vis ね®では[デ 
バイスマネージャ])をク U ックします。 



保証書シールについて 


本製品の保証書はノ（ッケージの裏側にあります。 

シール形状になっていますので、パッケージからはびして、 
本マニュアルの下部の保証書シール貼り付け位置に貼って、 
マニュアルと一緒に保管してください。 



• Windows® XP の場合 

7.[スタート]ボタンをク U ックし、[マイコンピユー 
夕] をちク U ックします。 


2. [プ□パティ]をク U ックし 
ます。 

3. [八ードウエア]タブをク 
U ックします。 



4. 1 ，い。地 n をタリックします。 
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[デバイス マネー 
ジャ]画面が表示され 
るので、明なデバ 
イス」をちク U ックし、 
悄 IJ 除]をク IJ ックしま 
す。 





3 

4 

5 


r OK i ホク I いソクします。 

レシーパ’ユニットを取り外し、 
パソコンを再起動します。 
rstep2 レシーバユニットを取 
り付ける」（表面)からやり直し 



ます。 


ここに保記書シールを 
お貼りください。 


-保証規定- 

■保証内容 

1. 弊社び定める保証期間(本製品ご購入曰から起算されます。）内に、 
適切な使用環境で発生した本製品の故障に限り、無償で本製品を修 
理または交換いたします。 

■無償保罰範囲 

2. が下の場合には、巧証対象外となります。 

(1) 保証書および故障した本製品をご提出いただけない場合。 

(2) 巧罰書に販売店ならびに購入年月曰の記載びない場合、または 
ご購入曰び確認でさる罰明書（レシート-納品書など）をご提示 
いただけない場合。 

(3 M 呆証書に偽造-改変などび認められた場合。 

(4) 弊社および弊社び指定する機関1；!外の第=ちならびにお客様に 
よる改造、分解、修理により故障した場合。 

(己)弊社び定める機器し U かに接続、または組み込んで使用し、故障 
または破損した場合。 

(6) 通萬一般家庭内で想定される使用環境の範囲を超える溫度、湿 
度、振動等により故障した場合。 

(7) 本製品を購入いただいた後の輸送中に発生した衝撃、落下等に 
より故障した場合。 

(8) 地震、火災、落雷、風水害、その他の天変地異、公害、異常電 
圧などの外的要因により故障した場合。 

(9) その他、無償修理または交換び認め5れなし窜由び発見された場合。 
■修理 

3. 修理のご依頼は、本保話書を本製品に添えて、お買い上げの販売店 
にお持ちいただくか、弊社修理センターにを付してください。 

4. 弊社修理センターへご送付いただく場合の送料はお客様のご負担と 
なります。また、ご送付いただく際、適切な巧包の上、紛失防止の 
ため受渡の確認でをる手段(宅配や簡易書留など）をご和用くださ 
し、。尚、弊社は運送中の製品の破損、紛失については一切の責任を 
負いかねます。 

巳.同機種での交換びでさない場合は、保証対象製品と同等またはそれ 
な上の性能をちする他の製品と交換させていただく場合びありまず。 

6. 有償、無償にかかわらず修理により交換された旧部品または旧製品 
等は返却いたしかねます。 

7. 記憶メディア•ストレージ製品において、修理センターにて製品交 
換を実施した際にはデータの保全は行わず、全て初期化いたします。 
記憶メディア•ストレージ製品を修理に出す前には、お客様ご自身 
でデータのバックアップを取っていたださますよラお願い致しまず。 

■巧責事項 

8. 本製品の故障について、弊社に故意または重大な過失びある場合を 
除さ、弊社の債務不履行および不法行為等の損害賠償責任は、本製 
品購入代金を上限とさせていたださます。 

9. 本製品の故障に起因する派生的、付随的、間接的および精巧的損害、 
逸失利益、ならびにデータ損書の補償等につさましては、弊社は一 
切責任を負いかねます。 

■有効範囲 

10.この保証書は、曰本国内においてのみ有効です。 

1 ] .本保証書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。 


ワイヤレス光学式マウス 
M-DY5DR シリーズ 
ユー ヴーズマニュアル 
2010年日月2已曰第1版 
エレコム株式会社 

. 本書の著作権は、エレコム株式会社び保有しています。 

. 本書の内容の一部または全部を無断で複製/転載すること 
を禁止させていたださます。 

•本書の内容に関するご意ち、ご質問びございましたら、エレ 
コム総合インフォメーシヨンセンターまでご連絡願います。 

. 本製品の仕様および夕偏は、製品の改良のため予告なしに 
変更する場合びあります。 

. 本製品を使用したことによる他の機器の故障や不具合等に 
つさましては、責任をいかねますのでご了承ください。 

-本製品のうち、戦略物資または役務に該当ずるものの輸出 
にあたっては、外為法に基づく輸出または役務取弓I許可び 
必要です。 

- Windows および Windows □コ'は、マイク□ソフトの企業グ 
ループの 商標です。 

- Mac および Mac □コ'は、合衆国およびその他の国々で登 
録されているアップル社の商標です。 

. その他本マニュアルに記載されてし)る会社名-製品名など 
は、一般に各社の商標または登録商標です。 


©2010 ELECOM Co., Ltd. All Rights Reserved. 
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